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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　挿入部の先端に内蔵された固体撮像素子の背面側に回路基板が配置され、その回路基板
に、上記挿入部内に挿通配置された信号ケーブルの先端から引き出された信号線の先端部
分が接続された電子内視鏡の先端部において、
　上記固体撮像素子がＮＴＳＣ方式用であるかＰＡＬ方式用であるかを表示する指標を上
記回路基板の側面部分に設けて、上記固体撮像素子と上記信号線の各々の少なくとも上記
回路基板に隣接する部分と上記回路基板とを透明な封止樹脂塊内に封止したことを特徴と
する電子内視鏡の先端部。
【請求項２】
　上記指標が、上記回路基板自体の形状により形成されている請求項１記載の電子内視鏡
の先端部。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は電子内視鏡の先端部に関する。
【背景技術】
【０００２】
　電子内視鏡においては一般に、挿入部の先端に内蔵された固体撮像素子の背面側に回路
基板が配置され、その回路基板に、挿入部内に挿通配置された信号ケーブルの先端から引
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き出された信号線の先端部分が接続されて、回路基板とその前後に隣接する固体撮像素子
と信号線とが封止樹脂塊内に封止されている（例えば、特許文献１）。
【特許文献１】特開２００２－１１２９５７
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　上述のような構成の電子内視鏡の先端部においては、固体撮像素子と回路基板が封止樹
脂塊によって信号ケーブルの先端部分と一体化されて、それらが撮像モジュールユニット
として挿入部の先端内に組み込まれている。
【０００４】
　しかし、回路基板とその前後に隣接する固体撮像素子と信号線とが単に封止樹脂塊内に
封止された構成においては、その固体撮像素子がＮＴＳＣ方式用のものであるかＰＡＬ方
式用のものであるかや、固体撮像素子の上下の向き等が一目で判別できないため、組み立
て工程や部品管理等において誤りが発生しないよう一つ一つ細かい神経を使う必要があっ
た。
【０００５】
　そこで本発明は、固体撮像素子と回路基板とが封止樹脂塊によって信号ケーブルの先端
部分と一体化された撮像モジュールユニットの方式や向き等を一目で明瞭に判別すること
ができて、組み立て工程や部品管理等において誤りが発生しないように容易かつ確実に管
理することができる電子内視鏡の先端部を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記の目的を達成するため、本発明の電子内視鏡の先端部は、挿入部の先端に内蔵され
た固体撮像素子の背面側に回路基板が配置され、その回路基板に、挿入部内に挿通配置さ
れた信号ケーブルの先端から引き出された信号線の先端部分が接続された電子内視鏡の先
端部において、固体撮像素子の特性を表示する指標を回路基板の側面部分に設けて、固体
撮像素子と信号線の各々の少なくとも回路基板に隣接する部分と回路基板とを透明な封止
樹脂塊内に封止したものである。
【０００７】
　なお、指標は、固体撮像素子がＮＴＳＣ方式用であるかＰＡＬ方式用であるかを表示す
るものであってもよく、或いは、指標が固体撮像素子の向きを表示するものであってもよ
い。また、指標が、回路基板自体の形状により形成されていてもよい。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、固体撮像素子の特性を表示する指標を回路基板の側面部分に設けて、
固体撮像素子と信号線の各々の少なくとも回路基板に隣接する部分と回路基板とを透明な
封止樹脂塊内に封止したことにより、透明な封止樹脂塊を通して指標を容易に識別して、
撮像モジュールユニットの方式や向き等を一目で明瞭に判別することができ、組み立て工
程や部品管理等において誤りが発生しないように容易かつ確実に管理することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　挿入部の先端に内蔵された固体撮像素子の背面側に回路基板が配置され、その回路基板
に、挿入部内に挿通配置された信号ケーブルの先端から引き出された信号線の先端部分が
接続された電子内視鏡の先端部において、固体撮像素子の特性を表示する指標を回路基板
の側面部分に設けて、固体撮像素子と信号線の各々の少なくとも回路基板に隣接する部分
と回路基板とを透明な封止樹脂塊内に封止する。
【実施例】
【００１０】
　図面を参照して本発明の実施例を説明する。
　図１は電子内視鏡の挿入部１の先端部分を示しており、挿入部１の先端に連結された先
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端部本体２の先端面に観察窓３や図示されていない照明窓等が配置されている。
【００１１】
　先端部本体２内には、観察窓３の奥に対物光学系４が配置されている。そして、対物光
学系４による被写体の投影位置に、固体撮像素子５の撮像面５ａが配置されていて、固体
撮像素子５により内視鏡観察像が光電変換される。
【００１２】
　固体撮像素子５の背面壁には、例えばセラミックスブロック体等からなる回路基板６が
接合固着されていて、固体撮像素子５の駆動回路等を構成する例えばコンデンサやトラン
ジスタ等の電子部品７が、回路基板６の中間部分に形成された凹部に取り付けられている
。
【００１３】
　挿入部１内には、固体撮像素子５で撮像された内視鏡観察像の撮像信号等を伝送するた
めの信号ケーブル１０が全長にわたって挿通配置されていて、信号ケーブル１０の先端か
ら前方に延出する複数の信号線１１の先端が、回路基板６の後端部分に形成された信号線
接続端子１３に半田付けによって各々接続固着されている。
【００１４】
　固体撮像素子５の上辺部と下辺部から各々後方に延出する複数のインナーリード８の延
出端は、回路基板６の表面に信号線接続端子１３と接近して形成されたリード接続端子１
２に半田付けにより接続固着されている。９は、複数並んで配置されているインナーリー
ド８の中間位置に横断的に取り付けられた絶縁板である。
【００１５】
　そのように配置された固体撮像素子５と回路基板６と信号線１１は、インナーリード８
部分等も含めて、例えばエポキシ樹脂等からなる透明な封止樹脂塊１５内に一塊に封止さ
れており、それらが信号ケーブル１０の先端部分と一体化された状態で、いわゆる撮像モ
ジュールとしてユニット化されている。
【００１６】
　図２～図４は、そのような信号ケーブル１０の先端に構成された撮像モジュールユニッ
トを示しており、図２はＮＴＳＣ方式用の固体撮像素子５が用いられたユニット、図３は
ＰＡＬ方式用の固体撮像素子５が用いられたユニットである。
【００１７】
　図２に示されるようにＮＴＳＣ方式用の固体撮像素子５が用いられたユニットにおいて
は、回路基板６の側面部分に例えば矩形状の孔からなる指標１６が形成され、図３に示さ
れるようにＰＡＬ方式用の固体撮像素子５が用いられたユニットにおいては、回路基板６
の側面部分に例えば円形状の孔からなる指標１６が形成されている。
【００１８】
　したがって、そのような指標１６は透明な封止樹脂塊１５を通して一目で識別すること
ができるので、その撮像モジュールユニットがＮＴＳＣ方式用であるかＰＡＬ方式用であ
るかを明瞭に判別することができて、組み立て工程や部品管理等において誤りが発生しな
いように容易かつ確実に管理することができる。
【００１９】
　また、図４に示されるユニットにおいては、固体撮像素子５の上下方向の向きを矢印の
孔で示す指標１６が回路基板６の側面部分に形成されており、そのような指標１６を透明
な封止樹脂塊１５を通して一目で識別することができるので、組み立て工程において特別
の神経を使うことなく固体撮像素子５の上下方向を誤らずに組み付けることができる。
【００２０】
　なお、本発明は上記実施例に限定されるものではなく、例えば指標１６は記号や文字等
であってもよく、また指標１６は上述のように回路基板６自体の形状で形成してもよいが
、回路基板６の表面に付したものであっても差し支えない。
【００２１】
　また、封止樹脂塊１５は、固体撮像素子５と信号線１１の各々の少なくとも回路基板６
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【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】本発明の実施例の電子内視鏡の挿入部の先端部分の側面断面図である。
【図２】本発明の実施例の電子内視鏡の先端部の第１の撮像モジュールユニットの斜視図
である。
【図３】本発明の実施例の電子内視鏡の先端部の第２の撮像モジュールユニットの斜視図
である。
【図４】本発明の実施例の電子内視鏡の先端部の第３の撮像モジュールユニットの斜視図
である。
【符号の説明】
【００２３】
　１　挿入部
　５　固体撮像素子
　６　回路基板
　７　電子部品
　１０　信号ケーブル
　１１　信号線
　１５　封止樹脂塊
　１６　指標

【図１】 【図２】

【図３】
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